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過
疎
法
の
延
長
が
確
実
と
な
っ
た
。
過
疎
地
域

自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
案
が
、
3
月

2
日
に
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
、
審
議
の
場
は
参
議

院
に
移
さ
れ
て
い
る
。

改
正
案
で
過
疎
法
は
6
年
間
延
長
さ
れ
る
。
過

疎
法
の
歴
史
を
見
る
と
、
法
律
の
一
部
改
正
は
初

め
て
の
こ
と
で
あ
る
。今
ま
で
の
3
回
の
延
長
は
、

い
ず
れ
も
新
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
今
回
は
形
式
こ
そ
「
改
正
」
で
あ
る
が
、
内

容
は
新
法
以
上
に
革
新
的
な
内
容
を
含
ん
で
い

る
。
い
う
ま
で
も
な
く
ソ
フ
ト
事
業
の
過
疎
債
の

対
象
化
で
あ
る
。

過
疎
債
は
、
道
路
建
設
や
施
設
整
備
の
資
金
を

対
象
と
し
て
い
た
。そ
の
た
め
、過
疎
対
策
が
ハ
ー

ド
整
備
に
偏
重
し
た
と
い
う
批
判
は
従
来
か
ら

あ
っ
た
。
だ
が
、
将
来
世
代
に
負
担
を
求
め
る
公

債
に
関
し
て
は
、
彼
ら
に
な
ん
ら
か
の
便
益
が
お

よ
ぶ
ハ
ー
ド
事
業
に
限
定
す
る
こ
と
は
ひ
と
つ
の

筋
の
通
っ
た
原
則
で
あ
る
。
今
回
の
改
正
は
、
そ

の
原
則
を
突
き
破
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
、
過
疎
地
域

で
は
、
地
域
医
療
や
生
活
交
通
の
確
保
、
集
落
維

持
の
た
め
の
非
ハ
ー
ド
的
な
対
策
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

か
ら
人
へ
」
へ
の
転
換
が
要
請
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
条
件
を
整
備
し
た
点
で
革
新
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
が
故
に
、
対
象
と
な
る

事
業
の
原
則
の
確
立
が
必
要
と
な
る
。
住
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
最
低
限
の
医
療
、
生
活
交
通
の

整
備
は
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
を
問
わ
ず
、
必
要
な

事
業
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
外
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
毎
年
流
れ
出
て
し
ま
う
「
フ
ロ
ー
的
ソ
フ

ト
事
業
」
と
な
ん
ら
か
の
形
で
地
域
の
仕
組
み
を

革
新
す
る
「
ス
ト
ッ
ク
的
ソ
フ
ト
事
業
」（
仕
組

み
革
新
ソ
フ
ト
）
に
分
け
、
後
者
に
重
点
を
お
い

た
対
応
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
例
え
ば
、
集
落
支
援

員
の
た
め
の
経
費
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。

分
権
改
革
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
原
則
の
多
く

の
部
分
は
、
自
治
体
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
具
体
化
す
る
の

が
市
町
村
過
疎
計
画
で
あ
る
。
改
正
法
で
は
ソ
フ

ト
事
業
の
対
象
化
に
あ
た
っ
て
は
、
市
町
村
計
画

で
定
め
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
新
し
い
市
町
村
計
画
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
10
年
前
の
延
長
時
よ
り
は
る
か
に

周
到
な
議
論
が
欠
か
せ
な
い
。
ど
の
よ
う
な
事
業

を
過
疎
債
の
対
象
と
す
る
の
か
は
、
住
民
だ
け
で

は
な
く
、
国
民
全
体
が
注
目
し
て
い
る
と
思
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
強
い
緊
張
感
と
創
意
工

夫
が
な
け
れ
ば
、
6
年
後
の
改
正
過
疎
法
失
効
時

に
、
さ
ら
な
る
延
長
の
国
民
的
合
意
が
困
難
と
な

る
可
能
性
も
あ
る
。

過
疎
自
治
体
の
真
の
正
念
場
は
、
過
疎
法
の
延

長
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
こ
の
過
程
に
こ

そ
あ
る
。

春
の
さ
え
ず
り

閑 話

　 休 題

閑 話

　 休 題

過
疎
自
治
体
の
正
念
場

お

ぎ
り

と
く

明
治
大
学
教
授　

小
田
切　

徳 

美

だ

み

地
方
交
付
税
を
１
・
１
兆
円
増
額
―
2
0
1
0
年
度
の
地
方
財
政
計
画
を
決
定
―
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑵

未
来
の
〝
旬
〞
を
感
じ
る
観
光

〜
先
人
達
が
教
え
て
く
れ
た
、
滝
上
観
光
の
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
〜
＝
北
海
道
滝
上
町
…
⑸

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑼

環
境
と
ア
ー
ト
の
ま
ち
・
直
島
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
香
川
県
直
島
町
長　

濵
田　

孝
夫
…
⑾

政 

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情 

報

随 

想

本誌表紙に掲載の写真を募集して
います。
四季折々の風物や行事など適当な
写真がありましたらご寄贈下さ
い。（写真には題名、町村名を付し
て下さい）
なお、採否は当方に一任願います。

送り先：全国町村会・広報部
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政 策

過
去
最
大
18
・
2
兆
円
の

財
源
不
足
に

　

10
年
度
の
地
方
財
政
計
画
は
、「
地
域

の
こ
と
は
地
域
で
決
め
る
」
と
の
地
域
主

権
確
立
に
向
け
、
地
域
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
地
方
財
政
の
所
要

財
源
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
住
民
生
活
の

安
心
・
安
全
を
守
る
と
と
も
に
地
方
経
済

を
支
え
地
域
の
活
力
を
回
復
す
る
こ
と
を

基
本
理
念
に
策
定
し
た
。

　

う
ち
歳
出
面
で
は
、
経
費
全
般
の
徹
底

し
た
節
減
合
理
化
に
務
め
る
一
方
、
当
面

の
地
方
単
独
事
業
等
に
必
要
な
歳
出
、
地

域
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
必
要
経
費
を

計
上
。
歳
入
面
で
は
、
一
般
財
源
総
額
の

確
保
を
基
本
に
過
去
最
大
規
模
の
財
源
不

足
に
つ
い
て
地
方
財
政
の
運
営
上
支
障
が

生
じ
な
い
よ
う
補
て
ん
措
置
を
講
じ
る
こ

と
に
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
地
域
主
権
」

確
立
に
向
け
、
①
当
面
の
地
方
単
独
事
業

等
に
必
要
な
歳
出
と
し
て
特
別
枠
「
地
域

活
性
化
・
雇
用
等
臨
時
特
例
費
」
9
、

8
5
0
億
円
を
創
設
②
投
資
的
経
費
の
地

方
単
独
事
業
費
は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら

人
へ
」
の
理
念
を
踏
ま
え
前
年
度
に
比
べ

15
、
0
％
減
額
③
過
疎
地
域
の
自
律
促
進

施
策
に
同
0
・
5
％
増
の
7
、
6
6
0
億

円
計
上
―
な
ど
の
重
点
配
分
を
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
10
年
度
の
地
方
財
政
計
画

の
規
模
は
、
前
年
度
比
4
、
2
8
9
億
円

（
0
・
5
％
）
減
の
82
兆
1
、
2
6
8
億

円
と
な
っ
た
。
な
お
、
水
準
超
経
費
を
除

く
と
同
2
、
0
1
1
億
円
（
0
・
2
％
）

増
の
81
兆
4
、
7
6
8
億
円
と
な
る
。
ま

た
、
地
方
一
般
歳
出
は
同
1
、
1
0
3
億

円
（
0
・
2
％
）
増
の
66
兆
3
、
2
8
9

億
円
と
し
た
。
給
与
関
係
経
費
を
除
い
た

地
方
一
般
歳
出
は
44
兆
6
、4
2
5
億
円
、

同
5
、
5
1
0
億
円
（
1
・
2
％
）
の
増

と
な
る
。
地
方
交
付
税
の
総
額
は
、
同
1

兆
7
3
3
億
円
（
6
・
8
％
）
増
の
16
兆

8
、
9
3
5
億
円
を
確
保
。
こ
れ
に
臨
時

財
政
対
策
債
を
加
え
た
実
質
的
な
地
方
交

付
税
総
額
は
24
兆
6
、
0
0
4
億
円
と
な

る
。
前
年
度
に
比
べ
3
兆
6
、
3
1
6
億

円
、
17
・
3
％
の
大
幅
増
で
、
過
去
最
大

と
な
っ
た
。

　

な
お
、
財
源
不
足
額
は
前
年
度
に
比
べ

74
・
1
％
、
7
兆
7
、
5
0
4
億
円
増
の

18
兆
2
、
1
6
8
億
円
に
の
ぼ
る
。
こ
れ

ま
で
の
最
高
額
だ
っ
た
03
年
度
（
17
兆

3
、
7
6
7
億
円
）
を
超
え
て
過
去
最
高

を
更
新
し
た
。
国
税
・
地
方
税
が
大
幅
減

と
な
る
一
方
、
社
会
保
障
関
係
経
費
な
ど

の
増
加
に
よ
る
も
の
。
国
と
地
方
の
折
半

ル
ー
ル
（
10
年
度
限
り
の
措
置
）
に
よ
り
、

5
兆
3
、
8
8
0
億
円
を
国
（
交
付
税
加

算
）
と
地
方
（
臨
財
債
）
で
そ
れ
ぞ
れ
補

　

政
府
は
2
月
9
日
の
閣
議
で
2
0
1
0
年
度
の
地
方
財
政
計
画
（
2
0
1
0

年
度
の
歳
入
歳
出
総
額
の
見
込
み
）
を
決
定
し
た
。
地
方
が
自
由
に
使
え
る
財

源
を
増
や
す
た
め
地
方
交
付
税
総
額
を
出
口
ベ
ー
ス
で
1
・
1
兆
円
増
額
、
当

面
の
地
方
単
独
事
業
等
の
た
め
「
地
域
活
性
化
・
雇
用
等
臨
時
特
例
費
」
を
創

設
し
た
の
が
特
徴
。
一
方
、
国
・
地
方
の
税
収
大
幅
減
な
ど
に
よ
り
財
源
不
足

が
過
去
最
大
の
18
・
2
兆
円
に
の
ぼ
り
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
前
年
度
比
5
割

増
の
7
・
7
兆
円
発
行
な
ど
で
補
て
ん
し
た
。
こ
の
結
果
、
地
方
財
政
規
模
は

82
・
1
兆
円
と
な
り
、
う
ち
地
方
一
般
歳
出
は
同
0
・
2
％
増
の
66
・
3
兆
円

を
確
保
し
た
。
ま
た
、
高
金
利
地
方
債
の
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
を
3
年
間
延

長
す
る
。「
地
域
主
権
」
を
「
一
丁
目
一
番
地
」
に
掲
げ
る
新
政
権
初
の
予
算

編
成
と
あ
っ
て
か
、
地
方
交
付
税
1
・
1
兆
円
増
額
は
11
年
ぶ
り
。
さ
ら
に
、

交
付
税
配
分
で
は
段
階
補
正
の
削
減
部
分
を
復
元
・
修
復
す
る
方
針
を
打
ち
出

す
な
ど
財
政
力
の
弱
い
市
町
村
へ
の
配
慮
が
目
立
つ
。

2010年度の地方財政計画を決定2010年度の地方財政計画を決定

地方交付税を1.1 兆円増額地方交付税を1.1 兆円増額地方交付税を1.1 兆円増額
―財政力の弱い市町村に配慮も―

政 策 解 説政 策 解 説

―財政力の弱い市町村に配慮も―
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て
ん
す
る
ほ
か
、
折
半
対
象
前
財
源
不
足

7
兆
4
、4
0
8
億
円
は
、交
付
税
特
会
償

還
先
送
り
な
ど
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
増

額
3
兆
6
6
9
億
円
や
臨
財
債
発
行
2
兆

3
、1
8
9
億
円
な
ど
で
完
全
補
て
ん
し
た
。

段
階
補
正
の
削
減
分
を
復
元
へ

　
「
歳
入
」
面
を
み
る
と
、
地
方
税
は
32

兆
5
、
0
9
6
億
円
、
前
年
度
比
10
・

2
％
減
の
大
幅
減
収
を
見
込
ん
だ
。
内
訳

は
、道
府
県
税
12
兆
9
、2
2
6
億
円
（
前

年
度
比
16
・
2
％
減
）、
市
町
村
税
19
兆

5
、
8
7
0
億
円
（
同
5
、
7
％
減
）
と

な
る
。市
町
村
税
の
主
な
税
目
を
み
る
と
、

市
町
村
民
税
8
兆
1
、
7
1
3
億
円
（
同

12
・
2
％
減
）、
固
定
資
産
税
8
兆
9
、

0
3
3
億
円
（
同
0
・
1
％
減
）、
軽
自

動
車
税
1
、
7
9
2
億
円
（
同
2
・
8
％

増
）、
市
町
村
た
ば
こ
税
7
、
4
5
4
億

円
（
同
5
・
2
％
減
）、入
湯
税
2
2
5
億

円（
同
5
・
9
％
減
）な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、地
方
譲
与
税
は
1
兆
9
、1
7
1

億
円
（
同
31
・
1
％
増
）
を
計
上
。
地
方

特
例
交
付
金
は
3
、
8
3
2
億
円
（
同

17
・
1
％
減
）
と
し
た
。
う
ち
、
児
童
手

当
・
子
ど
も
手
当
特
例
交
付
金
は
06
年
・

07
年
の
制
度
拡
充
や
10
年
度
の
子
ど
も
手

当
創
設
に
伴
う
地
方
負
担
増
へ
の
対
応
額

と
し
て
2
、
3
3
7
億
円
を
計
上
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
16

兆
8
、
9
3
5
億
円
、

前
年
度
比
1
兆
7
3
3

億
円
、
6
・
8
％
増
と

し
た
。
こ
れ
に
臨
財
債

7
兆
7
、
0
6
9
億
円

（
同
49
・
7
％
増
）
を

加
え
た
実
質
的
な
地
方

交
付
税
総
額
は
前
年
度

比
3
兆
6
、
3
1
6
億

円
、
17
・
3
％
増
と
な

る
。
な
お
、
地
方
交
付

税
の
法
定
率
分
は
7
兆

4
、
5
3
6
億
円
に
と

ど
ま
り
、
一
般
会
計
の

加
算
措
置
等
8
兆
4
、

5
4
9
億
円
、「
地
域

活
性
化
・
雇
用
等
臨
時

特
例
費
」
創
設
に
よ
る

別
枠
加
算
9
、
8
5
0

億
円
で
地
方
交
付
税
の

6
・
8
％
増
を
確
保
し
た
。
し
か
し
、
交

付
税
の
実
力
と
い
わ
れ
る
法
定
率
分
が
赤

字
地
方
債
で
あ
る
臨
財
債
を
下
回
る
な
ど

深
刻
な
状
況
と
も
い
え
る
。

　

な
お
、
総
務
省
は
1
月
25
日
の
全
国
都

道
府
県
財
政
課
長
等
会
議
で
、「
財
政
力

の
弱
い
団
体
に
配
慮
す
る
観
点
」
か
ら
、

「
臨
財
債
急
増
に
対
し
各
団
体
の
財
源
不

足
額
と
財
政
力
を
考
慮
す
る
新
し
い
方
式

も
加
味
す
る
と
と
も
に
、
一
般
市
町
村
に

は
全
額
公
的
資
金
を
確
保
」（
久
保
信
保

自
治
財
政
局
長
）、「
条
件
不
利
地
域
や
小

規
模
市
町
村
で
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

維
持
で
き
る
よ
う
段
階
補
正
等
を
見
直

す
。
詳
細
は
今
後
詰
め
る
が
、
過
度
な
段

階
補
正
の
削
減
部
分
を
復
元
・
修
復
す
る

姿
に
な
る
」（
林
崎
理
交
付
税
課
長
）
な

ど
の
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
方
債
（
普
通
会
計
）
総

額
は
13
兆
4
、
9
3
9
億
円
（
同
14
・

0
％
増
）
と
し
た
。
な
お
、
辺
地
対
策
は

4
1
5
億
円
（
同
9
・
2
％
減
）、
過
疎

対
策
は
2
、
3
9
7
億
円
（
同
2
・
7
％

増
）
を
計
上
し
た
。

公
共
投
資
は
軒
並
み
削
減

　
「
歳
出
」
面
を
み
る
と
、
給
与
関
係
経

費
は
総
額
21
兆
6
、
8
6
4
億
円
（
前
年

度
比
2
・
0
％
減
）
と
し
た
。
地
財
計
画

上
の
職
員
数
を
2
万
6
6
6
人
純
減
す
る

平成22年度地方財政計画のポイント

地方交付税の1.1兆円増額
　○ 地方が自由に使える財源を増やすため、地方交付税総額を配分される出口
ベースで1.1兆円増額

　　※地方交付税の1兆円以上の増額は平成11年度以来11年ぶり

公債費負担の軽減
　○ 平成22年度から3年間で、1.1兆円規模の公的資金の補償金免除繰上償還を実
施することにより、地方公共団体の公債費負担を2,400億円程度軽減（推計値）

地方交付税及び一般財源総額を増額確保
　○地方交付税 16.9兆円（前年度比＋1.1兆円）
　　　・法定率分等 7.5兆円
　　　・国の一般会計加算等（既定ルールによる補てん） 8.4兆円
　　　・別枠加算 1.0兆円
　　※地方交付税の1兆円以上の増額は平成11年度以来11年ぶり
　○実質的な地方交付税 24.6兆円（前年度比＋3.6兆円）
　　　・臨時財政対策債 7.7兆円（　〃　＋2.6兆円）
　　※実質的な地方交付税24.6兆円は過去最高（今までは⑮23.9兆円が最高）
　○一般財源 59.4兆円（前年度比＋0.3兆円）
　　※一般財源（水準超経費除き）の総額は対前年度比＋1.0兆円
　　　・地方税 32.5兆円（　〃　△3.7兆円）
　　　・実質的な地方交付税 24.6兆円（　〃　＋3.6兆円）
　　　・その他 2.3兆円（　〃　＋0.4兆円）
○地方一般歳出 　66.3兆円（前年度比＋0.1兆円）
　　※地方一般歳出の増は３年連続
　　※地域活性化・雇用等臨時特例費の創設（1.0兆円）
　　※ 人事院勧告に伴う給与関係経費の減（対前年度△0.4兆円）等の歳出の見

直しを行った上で、対前年度増額を実現
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ほ
か
、
給
料
単
価
等
で
は
地
域
民
間
給
与

の
更
な
る
反
映
等
を
見
込
ん
だ
。
な
お
、

退
職
手
当
の
総
額
は
2
兆
2
、
8
0
0
億

円
（
同
3
・
5
％
減
）
を
計
上
し
た
。

　

一
般
行
政
経
費
は
29
兆
4
、
3
3
1
億

円
（
同
8
・
0
％
）
増
と
し
た
。
う
ち
、

国
庫
補
助
負
担
金
等
を
伴
う
経
費
は
14
兆

4
、
3
1
3
億
円
（
同
17
・
4
％
増
）、

国
庫
補
助
負
担
金
を
伴
わ
な
い
一
般
行
政

経
費
は
前
年
度
同
額
の
13
兆
8
、
2
8
5

億
円
を
計
上
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
地
域
活

性
化
・
雇
用
等
臨
時
特
例
費
と
し
て
新
た

に
9
、
8
5
0
億
円
を
計
上
。
ま
た
、
地

方
再
生
対
策
費
は
前
年
度
同
額
の
4
、

0
0
0
億
円
、維
持
補
修
費
は
9
、6
6
3

億
円
（
同
0
・
2
％
減
）
を
そ
れ
ぞ
れ
計

上
、
地
方
債
の
元
利
償
還
金
は
13
兆
4
、

0
2
5
億
円
と
し
た
。

　

一
方
、
投
資
的
経
費
は
総
額
11
兆
9
、

0
7
4
億
円
、
前
年
度
比
15
・
3
％
の
大

幅
減
と
し
た
。
う
ち
国
庫
補
助
金
を
伴
わ

な
い
も
の
は
6
兆
8
、
6
8
3
億
円
（
同

15
・
0
％
減
）。
投
資
的
経
費
の
内
訳
は
、

国
の
直
轄
事
業
の
地
方
負
担
額
は
7
、

0
7
2
億
円
で
前
年
度
比
31
・
5
％
の
大

幅
減
と
な
っ
た
。
直
轄
事
業
負
担
金
の
維

持
管
理
費
廃
止
（
10
年
度
に
限
り
特
定
事

業
に
5
7
9
億
円
計
上
）
に
よ
る
も
の
。

国
予
算
に
計
上
さ
れ
た
国
庫
補
助
負
担
金

等
を
基
礎
に
算
定
し
た
公
共
事
業
費
は
4

兆
3
、
3
1
9
億
円
（
同
12
・
5
％
減
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
庫
負
担
金
を
伴
わ
な
い
投
資

的
経
費
の
う
ち
一
般
事

業
費
は
総
額
4
兆
9
、

4
0
5
億
円（
16
・
9
％

減
）、
特
別
の
地
方
債

を
財
源
に
公
共
施
設
を

整
備
す
る
特
別
事
業
費

は
総
額
1
兆
9
、2
7
8

億
円
（
同
9
・
8
％
減
）

と
な
っ
て
い
る
。う
ち
、

過
疎
対
策
事
業
費
に

7
、
6
6
0
億
円
、「
緑

の
分
権
改
革
」
な
ど
地

域
活
性
化
事
業
費
に

7
1
1
億
円
、
旧
合
併

特
例
事
業
費
に
8
、

7
4
0
億
円
な
ど
を
そ

れ
ぞ
れ
計
上
し
た
。

　

な
お
、
歳
出
の
主
な

増
減
額
（
地
方
費
）
を

み
る
と
、
給
与
関
係
経

費
の
う
ち
給
与
費
（
追
加
費
用
・
退
職
手

当
を
除
く
）は
4
、6
4
2
億
円
減
と
な
っ

た
ほ
か
、
公
共
事
業
費
も
合
計
1
、

6
4
6
億
円
の
減
と
な
っ
た
。
う
ち
、
社

会
資
本
総
合
整
備
（
補
助
金
を
廃
止
し
総

合
交
付
金
創
設
）
が
1
兆
3
、
0
0
0
億

円
増
え
た
が
、
そ
の
他
は
治
山
治
水
2
、

6
8
6
億
円
減
、
道
路
整
備
7
2
0
億
円

減
、
生
活
環
境
施
設
整
備
1
、
2
4
4
億

円
減
、
農
林
水
産
基
盤
整
備
8
3
8
億
円

減
な
ど
と
軒
並
み
減
少
。一
般
事
業
費
も
、

う
ち
普
通
建
設
事
業
費
が
9
、
9
1
4
億

円
減
、
災
害
復
旧
事
業
費
も
1
2
1
億
円

減
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
特
別
事
業
費

も
、
う
ち
地
域
活
性
化
事
業
費
3
7
4
億

円
減
、
旧
合
併
特
例
事
業
費
1
、
3
8
5

億
円
減
、
防
災
対
策
事
業
費
1
9
9
億
円

減
、
施
設
整
備
事
業
費
1
7
3
億
円
減
と

減
額
が
続
く
中
、
過
疎
対
策
事
業
費
だ
け

41
億
円
増
え
た
。
一
般
行
政
経
費
も
4
、

4
6
8
億
円
増
え
た
。
う
ち
児
童
保
護
費

は
2
1
4
億
円
増
、
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
関
係
事
業
費
は

2
9
7
億
円
増
と
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、

地
域
雇
用
創
出
推
進
費
（
廃
止
）
が
5
、

0
0
0
億
円
減
と
な
り
、
地
域
活
性
化
・

雇
用
等
臨
時
特
例
費
が
9
、
8
5
0
億
円

増
と
な
っ
た
。
公
債
費
も
1
、
0
7
0
億

円
増
と
な
っ
て
い
る
。

（
自
治
日
報
記
者　

井
田
正
夫
）

地方財政計画歳入歳出一覧
（単位：億円、％）

区　　　　分 平成22年度
（A）

平成21年度
（B）

増減額
（A）－（B）（C）

増減率
（C）/（B）

（歳入）
地 方 税 325,096 361,860 △36,764 △10.2
地 方 譲 与 税 19,171 14,618 4,553 31.1
地 方 特 例 交 付 金 3,832 4,620 △788 △17.1
地 方 交 付 税 168,935 158,202 10,733 6.8
国 庫 支 出 金 115,663 103,016 12,647 12.3
地 方 債 134,939 118,329 16,610 14.0
使 用 料 及 び 手 数 料 13,126 15,859 △2,733 △17.2
雑 収 入 40,506 49,053 △8,547 △17.4

計 821,268 825,557 △4,289 △0.5
一 般 財 源 594,103 590,786 3,317 0.6
実 質 的 な 地 方 交 付 税 246,004 209,688 36,316 17.3
（歳出）
給 与 関 係 経 費 216,864 221,271 △4,407 △2.0
退 職 手 当 以 外 194,064 197,652 △3,588 △1.8
退 職 手 当 22,800 23,619 △819 △3.5
一 般 行 政 経 費 294,331 272,608 21,723 8.0
補 助 144,313 122,887 21,426 17.4
単 独 138,285 138,285 0 0.0
国民健康保険・後期高齢者
医 療 制 度 関 係 事 業 費 11,733 11,436 297 2.6

地 方 再 生 対 策 費 4,000 4,000 0 0.0
地 域 雇 用 創 出 推 進 費 － 5,000 △5,000 皆減
地域活性化・雇用等臨時特例費 9,850 － 9,850 皆増
公 債 費 134,025 132,955 1,070 0.8
維 持 補 修 費 9,663 9,678 △15 △0.2
投 資 的 経 費 119,074 140,617 △21,543 △15.3
直 轄 ・ 補 助 50,391 59,809 △9,418 △15.7
単 独 68,683 80,808 △12,125 △15.0
公 営 企 業 繰 出 金 26,961 26,628 333 1.3
企業債償還費普通会計負担分 17,454 17,616 △162 △0.9
そ の 他 9,507 9,012 495 5.5
不 交 付 団 体 水 準 超 経 費 6,500 12,800 △6,300 △49.2

計 821,268 825,557 △4,289 △0.5
地 方 一 般 歳 出 663,289 662,186 1,103 0.2
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　北
海
道
の
自
然
と

開
拓
の
歴
史
を
刻
む

芝
ざ
く
ら
の
面
積
日
本
一
、
渚し
ょ

滑こ
つ

川が
わ

の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー
ス
で
知
ら
れ
る
滝

た
き
の

上う
え

町ち
ょ
うは
、北
海
道
の
北
東
、網
走
管
内
の
西
部
、

渚
滑
川
の
上
流
部
に
位
置
す
る
。1
8
9
7

年（
明
治
30
年
）北
海
道
の
上
渚
滑
原
野
が
殖

民
区
画
と
し
て
設
定
さ
れ
、
そ
の
3
年
ほ
ど

後
に
北
海
道
留
萌
出
身
と
い
わ
れ
る
ア
イ
ヌ

人
柳
田
初
太
郎
が
季
節
的
に
漁
猟
の
た
め
来

往
し
た
場
所
が
、
現
在
の
滝
上
町
で
あ
る
。

町
の
面
積
は
北
東
か
ら
南
西
ま
で
44
・
4

㎞
、
南
東
か
ら
北
西
ま
で
27
・
8
㎞
の
7
6

6
・
89
㎢
で
、
全
国
の
市
町
村
で
第
77
位
、

北
海
道
の
市
町
村
で
は
第
19
位
の
広
さ
で
あ

る
。（
平
成
22
年
2
月
1
日
時
点
）
こ
の
う

ち
山
林
が
全
体
の
90
％
を
占
め
、
そ
の
85
％

が
国
有
林
で
あ
る
。

滝
上
（
た
き
の
う
え
）
と
い
う
地
名
が
公

式
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
40

年
で
、
渚
滑
川
流
域
の
区
画
測
定
が
行
な
わ

れ
た
結
果
、
北
見
国
紋
別
郡
滝
上
地
区
と
し

て
「
殖
民
公
報
」
に
掲
載
さ
れ
て
か
ら
で
あ

る
。
渚
滑
川
に
は
多
く
の
滝
が
あ
り
、
そ
の

上
流
部
に
位
置
し
て
い
た
た
め
「
滝
上
」
地

区
と
呼
ば
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
大
正
7

年
に
滝
上
村
が
、
そ
の
前
身
で
あ
る
紋
別
郡

渚
滑
村
か
ら
分
村
し
、
昭
和
22
年
滝
上
町
に

昇
格
し
て
現
在
に
至
る
。

開
拓
民
は
滝
上
の
地
に
〝
旬
〞
を
感
じ
た
。

「
滝
上
公
園
」
昔
の〝
旬
〞
は
桜

滝
上
公
園
は
滝
上
町
市
街
地
の
北
方
に
あ

り
、
山
頂
が
広
く
、
遠
く
に
天
塩
連
山
、
北

見
連
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
景
勝
地
。
眼

下
に
は
渚
滑
川
、
サ
ク
ル
ー
川
の
清
流
と
市

地域資源を活かした
活性化策

現  地
レポート

△未来の“旬”を感じた人材が、これからの滝上観光を担う

滝上町札幌市

・

・

Ｎ

北海道 滝 上 町
たきの　　うえ　   ちょう　　

未
来
の〝
旬
〞を
感
じ
る
観
光

　
〜
先
人
達
が
教
え
て
く
れ
た
、

　
　
　
　
　
　
滝
上
観
光
の
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
〜
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街
地
が
広
が
っ
て
い
る
。

滝
上
町
の
景
観
を
広
く
町
外
に
紹
介
す
べ

く
、
大
正
8
年
か
ら
同
9
年
に
か
け
て
、
滝

上
市
街
青
年
団
を
中
心
に
山
頂
を
開
さ
く
、

桜
の
移
植
を
し
た
の
が
滝
上
公
園
造
り
の
始

ま
り
で
、
か
つ
て
は
1
千
本
の
桜
の
木
に
覆

わ
れ
、
北
海
道
の
網
走
支
庁
管
内
一
の
桜
の

名
所
と
し
て
知
ら
れ
た
。

昭
和
25
年
5
月
、
滝
上
観
光
産
業
振
興
協

会
が
中
心
に
な
っ
て
第
1
回
桜
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
る
と
、
そ
の
見
事
さ
が

た
ち
ま
ち
全
道
に
広
ま
り
、
回

数
を
重
ね
る
と
と
も
に
近
隣
市

町
村
は
言
う
に
及
ば
ず
、名
寄
、

旭
川
、
札
幌
方
面
か
ら
も
観
光

客
が
来
町
す
る
賑
わ
い
を
見
せ

た
も
の
の
、
そ
の
後
の
台
風
、

積
雪
、
病
害
虫
な
ど
の
影
響
に

よ
り
徐
々
に
桜
の
木
々
は
い
た

み
は
じ
め
た
。

当
時
の
〝
旬
〞
の
桜
は
危
機

的
状
況
に
な
っ
て
い
た
。

先
人
の
目
が
芝
ざ
く
ら

を〝
旬
〞
に
し
た

「
千
本
桜
」
と
称
さ
れ
た
公

園
は
、
大
正
11
年
一
人
の
町
民

か
ら
寄
付
さ
れ
た
千
本
の
桜
の

苗
木
が
そ
の
原
点
と
な
り
、
以

来
北
海
道
内
で
も
屈
指
の
桜
の

名
所
と
な
っ
た
。
戦
後
の
混
乱

か
ら
も
立
ち
直
り
始
め
、
住
民

の
憩
い
の
場
と
な
っ
た
滝
上
公
園
。
悲
劇
が

起
き
た
の
は
昭
和
29
年
、
台
風
15
号
「
洞
爺

丸
台
風
」
に
よ
り
、
滝
上
公
園
の
桜
も
そ
れ

ま
で
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
大
打
撃
を
受
け

た
が
、
こ
の
悲
劇
こ
そ
が
「
日
本
一
の
芝
ざ

く
ら
」
の
起
源
と
な
っ
た
。

昭
和
33
年
、
開
基
50
年
開
町
40
年
の
祝
典

を
契
機
に
滝
上
開
拓
に
尽
く
し
た
先
人
の
偉

業
を
称
え
、
5
年
計
画
で
公
園
を
整
備
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
桜
の
補
植
と
と
も
に
エ
ゾ

ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
、
紅
ツ
ツ
ジ
な
ど
数
千
本

の
移
植
を
行
い
、
駐
車
場
も
設
定
し
た
。
翌

34
年
、
町
長
に
就
任
し
た
朝
倉
義
衛
は
、
香

り
が
あ
り
地
を
這
う
よ
う
に
広
が
り
、
し
か

も
病
害
虫
に
強
い
芝
ざ
く
ら
の
植
栽
に
着

目
、
本
格
的
な
公
園
整
備
に
着
手
し
た
。
芝

ざ
く
ら
そ
の
も
の
は
当
時
公
園
を
管
理
し
て

い
た
片
岡
兵
治
と
い
う
蹄
鉄
職
人
が
最
初
に

試
験
的
に
植
え
た
と
さ
れ
、
そ
の
後
、
友
人

で
も
あ
っ
た
朝
倉
町
長
に
芝
ざ
く
ら
の
植
栽

を
積
極
的
に
奨
め
た
と
い
わ
れ
る
。

最
初
に
植
え
ら
れ
た
芝
ざ
く
ら
の
出
所
は

近
所
の
庭
、
寺
の
境
内
な
ど
諸
説
あ
る
が
、

ス
タ
ー
ト
は
わ
ず
か
み
か
ん
箱
1
つ
分
だ
っ

た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
二
人
を
中
心
に
町
民

達
が
協
力
し
て
年
々
株
分
け
を
繰
り
返
し
た

結
果
、
現
在
で
は
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
甲
子
園

球
場
の
7
個
分
）の
大
群
落
に
ま
で
な
っ
た
。

恒
例
の
「
桜
ま
つ
り
」
は
芝
ざ
く
ら
の
広
が

り
と
と
も
に
「
桜
草
ま
つ
り
」
と
名
称
を
変

え
て
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
途
中
で
桜
草
と

芝
ざ
く
ら
は
全
く
別
の
植
物
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
再
度
名
称
を
変
更
し

て
現
在
の
「
芝
ざ
く
ら
ま
つ
り
」
と
な
っ
た

い
き
さ
つ
が
あ
る
。

先
人
の
先
見
の
目
は
、
芝
ざ
く
ら
と
い
う

北
海
道
観
光
の
〝
旬
〞
を
手
に
入
れ
た
。

渚
滑
川
の〝
旬
〞
は
体
験
型
観
光

渚
滑
川
は
北
見
山
脈
の
主
峰
天
塩
岳
を
源

流
と
し
、
多
く
の
支
流
を
集
め
、
や
が
て
本

町
の
中
央
を
流
れ
、
紋も

ん

別べ
つ

市し

を
経
て
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
に
注
い
で
お
り
、
そ
の
流
域
は
農
耕

適
地
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
渚
滑
川
は
、
滝

上
町
市
街
地
の
中
央
付
近
で
支
流
の
サ
ク

ル
ー
川
と
合
流
し
、
に
わ
か
に
川
幅
が
狭
ま

り
急
流
と
な
る
。
そ
の
両
岸
は
岩
石
の
断
崖

と
な
り
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
奇
岩
を
か
き
わ

け
な
が
ら
大
小
い
く
つ
も
の
滝
を
つ
く
っ
て

い
る
。

白
馬
の
滝
、
蛟
竜
の
滝
、
白
亜
の
滝
、
夫

婦
の
滝
、
洛
陽
の
滝
な
ど
、
そ
の
い
ず
れ
も

が
滝
上
町
を
代
表
す
る
滝
で
あ
り
、
そ
の
豪

快
華
麗
な
眺
め
は
訪
れ
る
観
光
客
を
魅
了
し

て
や
ま
な
い
。
こ
れ
ら
の
景
観
は
、
昭
和
47

〜
48
年
に
整
備
さ
れ
た
遊
歩
道
に
よ
り
、
観

光
資
源
と
し
て
の
付
加
価
値
を
高
め
、
滝
上

△

町
民
有
志
が
務
め
る
錦
仙
峡
の
自
然
ガ
イ
ド

は
、
今
や
観
光
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
に
成
長

△

10 

ha
に
及
ぶ
芝
ざ
く
ら
の
大
群
落
は
、
町
民

た
ち
の
手
で
株
分
け
が
繰
り
返
さ
れ
た
結

果
だ

△

芝
ざ
く
ら
が
咲
き
誇
る
滝
上
公
園
は
、
か
つ
て

桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
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渓
谷
「
錦
仙
峡
（
き
ん
せ
ん
き
ょ
う
）」
と

し
て
観
光
客
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

錦
仙
峡
遊
歩
道
に
は
、
貴
重
な
種
類
の
山

野
草
が
数
多
く
生
息
し
て
お
り
、
ま
た
春
か

ら
秋
に
は
数
十
種
類
の
野
鳥
が
観
察
で
き
森

林
浴
も
楽
し
め
る
。
こ
れ
ら
の
自
然
環
境
に

着
目
し
、
平
成
15
年
こ
ろ
か
ら
町
民
の
有
志

が
錦
仙
峡
を
訪
れ
る
観
光
客
に
対
し
て
自
然

ガ
イ
ド
を
行
な
い
、
体
験
観
光
の
人
気
メ

ニ
ュ
ー
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

自
然
の
中
で
〝
旬
〞
を
感
じ
る
体
験
型
観

光
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

釣
り
人
の〝
旬
〞
は

キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー
ス

渚
滑
川
の
も
う
一
つ
の
目
玉
が
渚
滑
川
で

の
渓
流
釣
り
で
あ
る
。
平
成
7
年
か
ら
渚
滑

川
中
流
域
8
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
国
内
初
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー
ス
区
間
に
設
定

し
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
釣
り
の
メ
ッ
カ
に

育
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
滝
上
町
と

地
元
の
釣
り
団
体
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
渚
滑
川
と

ト
ラ
ウ
ト
を
守
る
会
」
が
協
力
し
、
訪
れ
る

人
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー
ス
へ
の
協
力

を
呼
び
か
け
た
。
そ
の
後
も
キ
ャ
ッ
チ
ア
ン

ド
リ
リ
ー
ス
区
間
は
延
長
が
進
み
、
平
成
9

年
に
総
延
長
16
㎞
、
平
成
21
年
に
は
総
延
長

30
㎞
を
超
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

リ
リ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
当
初
も
今
も
罰

則
規
定
の
な
い
「
お
願
い
」
と
い
う
形
。
そ

れ
だ
け
に
、
一
部
の
心
な
い
釣
り
人
が
大
量

の
魚
を
持
ち
帰
る
な
ど
、
多
く
の
釣

り
人
の
協
力
を
無
に
す
る
よ
う
な
行

為
が
散
見
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め

町
は
、
漁
業
権
の
取
得
も
視
野
に
入

れ
、
規
則
化
の
方
策
を
探
り
続
け
て

き
た
が
、
漁
業
法
の
壁
は
高
く
画
期

的
な
方
法
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

漁
業
権
の
取
得
を
断
念
し
て
た
ど
り

着
い
た
の
が
キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ

リ
ー
ス
の
条
例
化
だ
っ
た
。
条
例
化

に
し
て
も
、
や
は
り
そ
の
上
に
は
漁

業
法
の
網
が
掛
か
り
、
罰
則
の
あ
る

規
則
化
は
で
き
な
っ
た
が
、
議
会
の

議
決
を
経
た
条
例
と
い
う
形
に
よ

り
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー
ス
は

「
お
願
い
」
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ

の
存
在
は
絶
大
な
も
の
と
な
っ
た
。

最
近
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
で

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ジ
ャ
ー
が
人
気
を
呼

ん
で
い
る
。
滝
上
町
で
は
釣
り
を
全
国
に
先

駆
け
、
渚
滑
川
を
日
本
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
の
メ
ッ
カ
に
す
る
こ
と
で
滞
在
型
観
光

の
目
玉
に
し
よ
う
と
取
組
ん
で
き
た
。そ
う

し
た
試
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、専
門
誌
、

テ
レ
ビ
な
ど
で
紹
介
さ
れ
、
全
国
の
フ
ァ
ン

に
広
ま
っ
た
。
ゲ
ー
ム
感
覚
で
釣
り
を
楽
し

む
客
が
多
く
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
北
海
道

内
各
地
は
も
と
よ
り
本
州
ナ
ン
バ
ー
の
車
も

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー
ス
は
全

国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

滝
上
の
〝
旬
〞
は
全
国
に
波
及
し
て
い
る
。

未
来
の〝
旬
〞
を
感
じ
る
人
材
育
成

芝
ざ
く
ら
、
滝
上
渓
谷
「
錦
仙
峡
（
き
ん

せ
ん
き
ょ
う
）」、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー

ス
な
ど
の
ほ
か
に
も
、
滝
上
町
の
観
光
資
源

は
尽
き
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
観
光
を
産
業

と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
通
年
型

の
観
光
が
必
要
で
あ
る
。
通
年
型
の
観
光
の

核
と
し
て
、
体
験
観
光
が
注
目
を
浴
び
て
久

し
い
が
、
滝
上
町
に
も
よ
う
や
く
体
験
観
光

の
入
口
が
見
え
始
め
て
き
た
。

体
験
観
光
の
発
展
に
は
、
必
ず
人
材
育
成

の
壁
が
存
在
す
る
。
滝
上
町
も
そ
の
例
外
で

な
く
、
い
ざ
始
め
る
に
も
、
体
験
観
光
の

フ
ィ
ー
ル
ド
は
あ
っ
て
も
そ
れ
を
活
用
で
き

る
人
材
、
表
現
で
き
る
人
材
、
観
光
資
源
と

し
て
商
品
化
で
き
る
人
材
を
発
掘
で
き
ず
に

不
足
し
て
い
た
。

転
機
は
平
成
16
年
に
、
近
隣
市
町
村
が
広

域
で
企
画
し
た
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｄ
Ｏ
い
な
か

博
」。
博
覧
会
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
か
け
離
れ
、

地
域
資
源
を
見
直
し
観
光
資
源
を
再
発
見
す

る
こ
と
で
、
市
町
村
間
の
意
識
を
高
め
体
験

観
光
発
展
に
繋
げ
る
目
的
で
実
施
さ
れ
た
。

体
験
観
光
振
興
と
い
う
誘
惑
の
も
と
「
オ

ホ
ー
ツ
ク
Ｄ
Ｏ
い
な
か
博
」は
開
幕
し
た
が
、

そ
れ
ま
で
滝
上
町
が
属
す
る
遠
紋
地
域
で

は
、
こ
れ
と
い
っ
た
体
験
観
光
メ
ニ
ュ
ー
も

な
い
た
め
、
当
初
は
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
が

戸
惑
い
を
隠
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
な
ど
の
指
導
の
も
と
、
徐
々
に
体

験
資
源
の
発
掘
が
進
行
。こ
の
発
掘
に
よ
り
、

△

渚
滑
川
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー
ス
区
間
は

昨
年
30
キ
ロ
を
超
え
た

△

町
民
有
志
が
務
め
る
錦
仙
峡
の
自
然
ガ
イ
ド

は
、
今
や
観
光
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
に
成
長
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錦
仙
峡
遊
歩
道
の
自
然
、浮
島
湿
原
の
自
然
、

護
岸
工
事
の
さ
れ
て
い
な
い
川
、木
工
文
化
、

ハ
ッ
カ
文
化
な
ど
が
発
見
・
発
掘
さ
れ
た
。

し
か
し
、
滝
上
町
の
体
験
観
光
資
源
は
数
多

く
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
活
用
で
き
る
人
材
が

い
な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

〝
旬
〞
を
感
じ
て
次
代
に
つ
な
げ
る
人
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
。

滝
上
の〝
旬
〞
を
感
じ
る『
旬
感

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
の
つ
づ
き

そ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
滝

上
町
で
は
現
在「
体
験
観
光
基
盤
整
備
事
業
」

を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
体

験
観
光
の
基
盤
を
整
備
す
る
も
の
で
、
資
源

を
活
用
し
て
商
品
化
す
る
た
め
の
体
制
づ
く

り
を
滝
上
町
観
光
協
会
が
担
っ
て
い
る
。

錦
仙
峡
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
錦
仙
峡
雪
原
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験
、
陽
殖
園
の
こ
だ
わ
り
ガ

イ
ド
、
渚
滑
川
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
、
林

業
の
町
の
歴
史
散
策
、木
工
体
験
な
ど
、徐
々

に
で
は
あ
る
が
商
品
化
に
向
け
て
動
き
始
め

て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、「
旬
感
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
四
季
を
通
じ
て
観

光
客
が
滝
上
町
の
〝
旬
〞
を
感
じ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

滝
上
町
の
観
光
は
、
芝
ざ
く
ら
、
錦
仙
峡
、

キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー
ス
な
ど
、
時
代
・

自
然
・
人
間
の
〝
旬
〞
を
感
じ
た
町
民
が
築

き
上
げ
て
き
た
財
産
で
あ
る
。
現
在
の〝
旬
〞

は
何
な
の
か
、
未
来
の
〝
旬
〞
は
何
な
の
か

を
感
じ
る
人
が
い
れ
ば
、
観
光
の
基
盤
は
確

固
た
る
も
の
に
な
る
。
半
世
紀
前
に
芝
ざ
く

ら
を
植
栽
し
た
先
人
の
目
は
、
現
在
で
は
先

見
の
目
と
し
て
称
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
〝
旬
〞
を
し
っ
か
り
感
じ
、
次
代

へ
の
壁
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
人
が
育
て
ば
、

壁
の
向
こ
う
の
未
来
の
〝
旬
〞
は
必
ず
み
え

て
く
る
。〝
旬
〞
を
感
じ
る
こ
と
が
、
滝
上

観
光
の
未
来
を
左
右
す
る
ヒ
ン
ト
に
つ
な
が

る
で
あ
ろ
う
。

（
林
政
商
工
観
光
課　

清
原　

尚
弘
）

△

「
旬
感
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
内
容
が
充
実

△

体
験
観
光
資
源
を
活
用
す
る
人
づ
く
り

が
今
後
の
課
題
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千
葉
県
町
村
会
は
平
成
22
年
2
月
10
日
の
定

例
会
議
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し
た
。

（
2
月
10
日
就
任
）

千
葉
県
町
村
会
長

香か

取と
り

郡
東と
う
の

庄し
ょ
う

町
長

岩い
わ 

田た

　
利と
し 

雄お

昭
和
22
年
7
月
27
日

【
住
所
】千
葉
県
香
取
郡
東
庄
町
笹
川
い
6
3
9

【
町
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽
昭
和
54

年
東
庄
町
議
会
議
員
▽
平
成
元
年
同
町
議
会
議

長
▽
平
成
3
年
香
取
郡
町
村
議
会
議
長
会
長
▽

平
成
7
年
東
庄
町
長　

【
町
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
4
回

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】▽
平
成
13
年
香
取
郡
町

村
会
長（
平
成
18
年
名
称
変
更
・
香
取
郡
市
市

町
会
長
）
▽
平
成
18
年
千
葉
県
町
村
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
機
構
改
革（
町
長
部
局
9
課
を

4
課
に
）
▽
地
域
包
括
医
療
シ
ス
テ
ム
（
病
院
・

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
・
オ
ー
シ
ャ
ン
プ
ラ

ザ
・
療
養
型
病
床
群
）
新
築
オ
ー
プ
ン
▽
町
内

公
共
施
設
（
学
校
含
む
）
耐
震
改
修
工
事
完
了

▽
国
道
3
5
6
号
バ
イ
パ
ス
・
笹
川
新
橋
開
通

【
趣
味
】
読
書
・
旅
行
・
オ
ー
ト
バ
イ

【
家
族
】
1
男
3
女
・
孫
3
人

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

　
　「

農
」と「
食
」の
農
商
工
連
携

―
中
山
間
地
域
の
先
端
モ
デ
ル

岩
手
県
の
現
場
か
ら
―

関　

満
博　

著

　
　

新
評
論　

定
価
3
6
7
5
円

電
話　

0
3
（
3
2
0
2
）
7
3
9
1

　

日
本
の〈
地
域
〉を
励
ま
し
続
け
る
経
済
学
者

が
、
自
立
と
産
業
化
の
興
味
深
い
取
り
組
み
を

重
ね
る
岩
手
県
の〈
現
場
〉か
ら
、
中
山
間
地
域

振
興
の
先
端
を
行
く
「
岩
手
モ
デ
ル
」
を
抽
出

し
た
注
目
作
。
序
章
は
中
山
間
地
域
の
現
状
の

概
観
。
本
編
は
テ
ー
マ
ご
と
に
6
つ
の
部
（
県

の
地
域
資
源
、
農
産
物
直
売
所
、
農
村
レ
ス
ト

ラ
ン
・
農
産
物
加
工
場
、食
品
製
造
業
、農
商
工

連
携
の
新
展
開
、地
域
ぐ
る
み
の
総
合
的
取
り

組
み
）に
分
け
ら
れ
、県
内
各
地
の
取
り
組
み
を

詳
説
。
最
後
に
終
章
で
「
岩
手
モ
デ
ル
」
の
今

日
的
意
義
が
整
理
さ
れ
る
。

　

本
書
の
問
題
意
識
は
、
①
日
本
産
業
が
現
在

大
き
な
構
造
変
化
の
局
面
を
迎
え
つ
つ
あ
る
こ

と
、
②
近
年
の
「
農
」
と
「
食
」
へ
の
関
心
の

高
ま
り
に
応
じ
た
産
業
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
③
中
山
間
地
域
で
は
こ
の
20
年
、
農
村

女
性
た
ち
が
地
域
自
立
の
柱
と
な
っ
て
き
た
こ

と
、
で
あ
る
。
と
り
わ
け
「
農
村
の
希
望
の
星
」

と
い
わ
れ
る
農
産
物
直
売
所
、
農
村
レ
ス
ト
ラ

ン
、
農
産
物
加
工
場
の
「
3
点
セ
ッ
ト
」
が
、

主
と
し
て
年
配
女
性
た
ち
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ

ら
れ
て
き
た
歴
史
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
。

　

岩
手
県
は
い
ま
や
、
農
業
の
み
な
ら
ず
日
本

産
業
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
様
相
を
呈
し
つ
つ
あ

る
。
本
書
が
提
示
す
る
「
岩
手
モ
デ
ル
」
の
輝

き
は
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
基
幹
産
業
の
疲

弊
な
ど
幾
多
の
条
件
不
利
に
悩
む
全
国
の
中
山

間
地
域
の
人
び
と
に
、
大
き
な
励
ま
し
と
示
唆

を
与
え
る
だ
ろ
う
。

都道府県別市町村数

都道府県 町 村 町村計 市 計 都道府県 町 村 町村計 市 計 都道府県 町 村 町村計 市 計

北 海 道 129 15 144 35 179 富 山 県 4 1 5 10 15 岡 山 県 10 2 12 15 27

青 森 県 22 8 30 10 40 石 川 県 9 0 9 10 19 広 島 県 9 0 9 14 23

岩 手 県 16 5 21 13 34 福 井 県 8 0 8 9 17 山 口 県 6 0 6 13 19

宮 城 県 21 1 22 13 35 長 野 県 24 35 59 19 78 徳 島 県 15 1 16 8 24

秋 田 県 9 3 12 13 25 岐 阜 県 19 2 21 21 42 香 川 県 9 0 9 8 17

山 形 県 19 3 22 13 35 静 岡 県 14 0 14 23 37 愛 媛 県 9 0 9 11 20

福 島 県 31 15 46 13 59 愛 知 県 21 2 23 36 59 高 知 県 17 6 23 11 34

茨 城 県 10 2 12 32 44 三 重 県 15 0 15 14 29 福 岡 県 30 2 32 28 60

栃 木 県 16 0 16 14 30 滋 賀 県 7 0 7 13 20 佐 賀 県 10 0 10 10 20

群 馬 県 15 9 24 12 36 京 都 府 10 1 11 15 26 長 崎 県 10 0 10 13 23

埼 玉 県 29 1 30 40 70 大 阪 府 9 1 10 33 43 熊 本 県 25 8 33 14 47

千 葉 県 17 3 20 36 56 兵 庫 県 12 0 12 29 41 大 分 県 3 1 4 14 18

東 京 都 5 8 13 26 39 奈 良 県 15 12 27 12 39 宮 崎 県 16 3 19 9 28

神奈川県 13 1 14 19 33 和歌山県 20 1 21 9 30 鹿児島県 23 4 27 18 45

山 梨 県 8 6 14 13 27 鳥 取 県 14 1 15 4 19 沖 縄 県 11 19 30 11 41

新 潟 県 7 4 11 20 31 島 根 県 12 1 13 8 21 合 　 計 783 187 970 784 1,754

（平成22年３月８日現在）
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　日本の自治体との姉妹・友好提携を希望している世界各地の地方団体を、３か月に１回ぐらいの割合
で御紹介したいと思います。今回は中国の地方団体を御紹介します。
　一口に姉妹・友好提携といいますが、中国では、序列を重んじることから、後先がはっきりする「姉
妹提携」という言葉を避け、「友好提携」ということが一般的です。日本と中国との友好提携数は、神
戸市と天津市が1973年に締結以来、増加の一途をたどり、2010年 2月末で333の友好提携が結ばれ
ています。
　その中国から、人口規模では27万人程度のところから数百万人のところまで、地図にある27の地方
団体から友好提携の希望が出されています。これらの地方団体の人口、地勢等の詳細は、
当協会ＨＰ：http://www.clair.or.jp/j/simai/kibou/kibou_k.html　をご覧ください。

　中国の経済的な発展を考えると、益々日本と中国との交流は盛んになってくると考えられます。
　その中国との交流は、地方団体においても相互理解を深めるための青少年交流や文化交流はもちろん
のこと、経済面での交流も大いに期待できます。
　中国へは距離も近く、地方空港にもアクセスがあり、活発な交流を行うことができます。
　下の地図以外の団体であっても、条件を御提案いただければ仲介をいたします。友好提携の希望をお
持ちの団体はぜひ一度御相談ください。

（財）自治体国際化協会　担当：交流情報部交流親善課　TEL.03－5213－1723　秋山・山口・小椋

（財）自治体国際化協会提供

姉妹・友好提携を希望している海外の地方団体の紹介姉妹・友好提携を希望している海外の地方団体の紹介姉妹・友好提携を希望している海外の地方団体の紹介
中国編

姉妹交流提携の御案内

友好提携の意義
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随 想
　

今
年
は
、
香
川
県
の
直
島
を
含
む
周
辺

の
七
島
と
高
松
港
周
辺
で
、
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
二
〇
一
〇
と
い
う
現
代
ア
ー
ト
の

祭
典
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

私
自
身
は
、
芸
術
と
は
無
縁
の
生
活
を

し
て
き
ま
し
た
の
で
、芸
術
、特
に
現
代
ア
ー

ト
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

以
前
、
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
現
在
は
ベ
ネ
ッ
セ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）

の
代
表
者
と
し
て
、
先
頭
に
立
っ
て
直
島

で
の
芸
術
活
動
を
進
め
て
い
る
福
武
会
長

に
「
現
代
ア
ー
ト
は
難
し
い
。
見
て
も
何

の
こ
と
だ
か
全
然
分
か
ら
な
い
。」
と
お

聞
き
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時

の
お
返
事
は
「
分
か
ら
な
く
て
い
い
の
で

す
。
見
る
人
が
そ
れ
ぞ
れ
、
何
か
を
感
じ

た
ら
そ
れ
で
い
い
の
で
す
。」
と
い
う
も

の
で
し
た
。

　

見
る
人
ご
と
に
違
っ
た
感
じ
方
や
意
見

が
あ
っ
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
ら
し
い
の

で
、
こ
れ
を
聞
い
て
私
も
気
が
楽
に
な
っ

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

直
島
町
は
、
ほ
ん
の
二
〇
年
ほ
ど
前
ま

で
は
、
現
代
ア
ー
ト
と
は
ま
っ
た
く
縁
が

な
く
、
観
光
客
と
い
え
ば
、
夏
の
海
水
浴

客
と
釣
り
客
程
度
で
し
た
。
そ
れ
が
今
で

は
年
間
に
人
口
の
百
倍
に
当
た
る
三
五
万

人
以
上
の
観
光
客
が
来
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
特
に
ア
ー
ト
に
関
心
を
持
っ
て
い
る

若
い
人
た
ち
が
多
い
の
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

古
い
町
並
み
の
残
る
本
村
地
区
に
は
、

直
島
・
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
古
民

家
を
活
用
し
た
現
代
ア
ー
ト
の
常
設
展
示

場
が
七
カ
所
も
作
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、

島
の
南
部
に
は
安
藤
忠
雄
先
生
の
設
計
に

よ
る
モ
ネ
の
作
品
等
を
展
示
し
て
い
る
地

中
美
術
館
も
あ
り
、
休
日
に
な
る
と
そ
れ

ら
の
観
賞
に
来
ら
れ
た
若
い
カ
ッ
プ
ル
な

ど
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
の
直
島
を
ご
存
じ
の
人
だ
と
、
そ
の

変
貌
に
驚
か
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

確
か
に
若
い
人
た
ち
を
中
心
に
来
島
者
が

増
え
る
と
、
町
に
活
気
が
出
て
き
て
と
て

も
賑
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
前
は
、
町
役
場
の
周
辺
に
は
食
事
が

で
き
る
お
店
が
一
軒
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
で
は
一
〇
軒
以
上
に
な
っ
て
い

ま
す
し
、
民
宿
も
古
い
民
家
を
改
築
す
る

な
ど
し
て
次
々
と
で
き
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
人
々
が
来
ら

れ
て
い
る
と
、
こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る

人
た
ち
か
ら
、
道
路
一
杯
に
歩
行
者
が
い

て
危
な
く
て
車
が
走
れ
な
い
、
細
い
路
地

に
ま
で
見
知
ら
ぬ
人
が
入
っ
て
き
て
物
騒

だ
と
い
う
よ
う
な
声
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

　

直
島
に
来
ら
れ
る
人
が
急
に
増
え
た
と

い
う
こ
と
で
、
そ
の
受
入
体
制
が
ま
だ
十

分
で
な
い
と
い
う
面
が
大
き
い
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
来
ら
れ
る
人
に
も
地
元
の
住

民
に
も
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
い

ろ
い
ろ
対
策
を
考
え
て
行
く
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
直
島
町
の
も
う
一
つ
の
ま
ち
づ

く
り
の
看
板
が
「
環
境
」
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
は
資
源
の
無
い
日
本
に
と
っ

て
、
廃
棄
物
も
資
源
で
あ
る
と
い
う
認
識

に
立
ち
、
循
環
型
社
会
構
築
の
先
進
地
と

し
て
社
会
に
貢
献
し
な
が
ら
町
の
活
性
化

を
図
ろ
う
と
、
豊
島
廃
棄
物
等
の
処
理
受

入
に
伴
う
エ
コ
タ
ウ
ン
事
業
の
展
開
と
、

い
ろ
い
ろ
な
ソ
フ
ト
事
業
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
ア
ー
ト
に
較
べ
る
と
地
味
な

こ
と
も
あ
っ
て
、
豊
島
廃
棄
物
等
を
処
理

し
て
い
る
直
島
環
境
セ
ン
タ
ー
の
見
学
者

は
減
少
傾
向
で
す
し
、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル

の
廃
棄
物
処
理
施
設
や
銅
や
金
な
ど
の
製

錬
工
場
の
見
学
者
も
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

何
か
環
境
面
で
目
玉
に
な
る
事
業
を
や

り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
ま
だ
そ
の
答
え
は
見
つ
け
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ア
ー
ト
と
環
境
の
他
に
も
、
以

前
か
ら
の
幼
保
一
元
化
や
外
国
人
に
よ
る

英
語
教
育
、
安
藤
忠
雄
先
生
な
ど
の
建
築

群
、
金
・
銀
・
銅
を
生
産
す
る
先
進
企
業
、

そ
し
て
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
の
自
然
美
に

あ
ふ
れ
る
小
さ
い
な
が
ら
見
所
い
っ
ぱ
い

の
元
気
の
あ
る
町
で
す
。

　

と
り
あ
え
ず
今
年
は
、
目
の
前
に
迫
っ

て
い
る
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
を
成
功
さ
せ

る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
直
島
町
の
発
展

に
と
て
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
町
独
自
の
実
行
委
員
会

を
設
立
し
て
、
町
民
総
ぐ
る
み
で
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
は
、
今
年
の

七
月
一
九
日
・
海
の
日
か
ら
一
〇
月
末
日

ま
で
の
一
〇
五
日
間
で
、
直
島
だ
け
で
な

く
周
辺
の
島
々
に
も
す
ば
ら
し
い
ア
ー
ト

作
品
が
多
く
展
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
と

て
も
た
く
さ
ん
の
皆
様
が
来
島
さ
れ
る
と

思
っ
て
お
り
、
い
か
に
満
足
し
て
喜
ん
で

帰
っ
て
い
た
だ
く
か
が
大
き
な
課
題
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
瀬
戸
内

海
が
熱
い
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
一

度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

環
境
と
ア
ー
ト
の

　
　
　
　
ま
ち
・
直
島

濵は
ま 

田だ

　
孝た

か 

夫お

香
川
県
直な

お

島し
ま

町
長
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